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国勢調査実績値 社人研2018公表（2015基準） 総人口（フレーム）

社人研2023公表（2020基準） 生産年齢人口15～64 生産年齢人口（社人研2013公表）

生産年齢人口（フレーム） 生産年齢人口（社人研2023公表） 出生数

第3次総合計画の
人口フレーム

32,000人

2015（H27）年
国勢調査

46,124人

2020（R２）年
国勢調査

42,725人

【参考】
令和6年・地方自治体「持続可
能性」分析レポート（真庭市の
分析結果）

・若年女性人口減少率
51.9％（2020年
→2050年、移動想定）

・若年女性人口減少率
12.7％（2020年
→2050年、封鎖人口）

※封鎖人口：出生と死亡のみを考慮し
て推計した人口
※分析対象期間：今回（2020年
→2050年）、 前回（2010年
→2040年）

真庭市の少子化・人口減少の状況



2016 2017 2018 2019 2020 2021 2022 2023 2024

65歳～ 人口(人) 17216 17244 17259 17235 17186 17043 16836 16674 16449

15～64歳 人口(人) 24261 23578 22944 22319 21854 21308 20697 20202 19728

0～14歳 人口(人) 5377 5270 5146 4985 4875 4743 4569 4384 4185
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2018 2019 2020 2021 2022 2023 2024

自然動態_男_合計 -226 -290 -218 -259 -326 -268 -388

自然動態_女_合計 -264 -290 -268 -312 -381 -327 -369

社会動態_男_合計 -99 -104 -61 -81 -166 -88 -48

社会動態_女_合計 -153 -100 -66 -162 -110 -148 -134
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人口動態差引増減 住民基本台帳
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インタビュー調査対象
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企業・女性経営者

消防署

個人
組織

目標など計画・明言
可能性はある

具体的な目標設定の可能
性はない

男女共同参画団体

女性消防団

移住者

女性経営者

高校生

子育てサークル

①事業 等

真庭商工会・女性部

JA女性部

②目的別団体

③地縁組織・個人

市役所

女性家庭相談員

専業主婦

40件60人実施
①②③に分類し、
①②についても個人的
な意識を調査

真庭市第5次男女共同参画基本計画に向けて、真庭市の課題を、国自
治体等資料情報からの分析、及びインタビュー調査によるナラティブ
な言説の分析により明らかにすることを目的としました。

現状と課題
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インタビュー概要

◆具体的なインタビュー対象者 60人

10歳代：8人、20歳代：3人、30歳代：9人、40歳代：12人、50歳代：14人、60歳代：10人、70歳代：4人

◆実施時期（R7.7.30～R7.9.19）

7/30… 個人インタビュー：1人

8/1～8/10  … 個人インタビュー：4人 グループインタビュー：2件（5人）

8/11～8/20… 個人インタビュー：13人

8/20～8/31… 個人インタビュー：9人 グループインタビュー：7件（17人）

9/1～9/19  … 個人インタビュー：4人 グループインタビュー：：1件（7人）

◆インタビュー形式

個人インタビュー

グループインタビュー

１時間半から２時間

対面インタビュー、またはオンラインインタビュー（くらし安全課立ち合い参加）

◆インタビューイー（インタビュー実施者）

株式会社パブリック・マネジメント・コンサルティング

真庭市くらし安全課



課題間のつながり（因果関係）
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年配層に強い
女性に対する固定観念

根深い性別役割分担意
識

無意識の偏見
（アンコンシャスバイアス）

家庭、社会環境など日常生活

女性の活動への
理解不足

個人の精神的負担

過保護の意識

女性自身、内発的なモチベー
ションと外部環境とのギャップ
に苦しむ

女性の社会参加

若い女性が地域に息苦
しさを感じる

女性が意見を言いにく
い雰囲気を醸成

男性の働かなければならないという
プレッシャー

女性の経済的自立

ミソジニー（女性嫌悪）

地域の監視や噂話
人間関係の濃さ

プライベートへの過度な干渉

地域活動への参加強制
（特に男性、そして配偶者）

強い地縁ネットワーク

日本の伝統的な組織企業
文化

組織の硬直性や固定観念

完璧な業務と成果を求
める社会の風潮

企業など組織

ロールモデルの不在
キャリアパスの不明確さ

個人のモチベーションと組織・
社会からの期待のギャップ

女性自身のキャリア選択や意欲の低下
責任回避の意識

組織は真に女性が活躍で
きる環境をどう提供する
かという問に直面

男性の育休取得期間の短さ、
組織全体の理解不足

女性特有の体調変化への理解不足

夜間の付き合いがキャリア
形成に影響

組織・職場の硬直性と
性による職種・働き方の限定、
機会の制限

女性の専門性発揮や
昇進の機会の制限

組織内外のパブリックな
横のつながりが少ない

女性の成果に伴う評価が
低い

女性に対する男性の活動
の支援的業務への期待

公式な決定の機会が少
ない

若者・子育て世代 核家族化

家庭との両立支援

女性の活動機会の制限

女性に対する過剰な配慮

自己実現の機会が限られる

地域活動の担い手不足

多重の障壁（ハード面、
制度面、家庭環境）

休日の子どもの預け先不足

男性の育児参加への意識

都会と比較して仕事選択が少
ない

交通の不便さ

医療体制への不安

都会的な価値観を
持つ若い女性の流
出を加速

都市部への若
年層の流出

高齢化

地域コミュニティの持続可能性

教育現場での具体的なジェンダー意識
の醸成不足

「楽しさ」や
「学びの機会」の不足

家庭におけるジェンダー意識の教育不足

多様な高校が少ない

大人になってからの性差に
対する誤解

都市部にある多様性の
理解を求める

若者が戻らない 子育てと仕事の両立への不安

地域全体での子
育て支援

移住者の流出

図の見方
・矢印が因果関係を示す
矢元が原因、矢先が結果

・+（プラス）マークは「矢元の変数が増えると矢先も増える」「矢先の変数が減ると矢先も減る」
という関係を示す
・-（マイナス）マークは「矢元の変数が増えると矢先の変数が減る」「矢元の変数が減ると矢先の
変数が増える」関係を示す
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課題間のつながり： a.企業など組織における課題

女性の活動への理解不足

年配層に強い
女性に対する固定観念

一般女性の活動に
対する固定観念個人の精神的負担

女性の活動機会の制限

根深い性別役割分担意識
組織・職場の硬直性と
機会の制限 無意識の偏見

（アンコンシャスバイアス）

過保護の意識

女性の専門性発揮や
昇進の機会の制限

ロールモデルの不在 キャリアパスの
不明確さ

個人のモチベーションと組織・社
会からの期待のギャップ

女性自身のキャリア選択や意欲

組織の硬直性や固定観念

責任回避の意識

組織は真に女性が活躍
できる環境をどう提供
するかという問に直面

女性自身、内発的なモチ
ベーションと外部環境と
のギャップに苦しむ

家庭との両立支援
男性の育休取得期間の短さ、
組織全体の理解不足

女性特有の体調変化
への理解不足

完璧主義を求める社
会の風潮

夜間の付き合いがキャ
リア形成に影響

日本の組織企業文化
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図の見方
・矢印が因果関係を示す
矢元が原因、矢先が結果

・+（プラス）マークは「矢元の変数
が増えると矢先も増える」「矢先の変
数が減ると矢先も減る」という関係を
示す
・-（マイナス）マークは「矢元の変数
が増えると矢先の変数が減る」「矢元
の変数が減ると矢先の変数が増える」
関係を示す
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課題間のつながり： b.家庭、社会環境など日常生活における課題

女性の社会参加

年配層に強い
女性に対する固定観念若い女性が地域に

息苦しさを感じる

伝統的な性別役割分担意識

図の見方
・矢印が因果関係を示す
矢元が原因、矢先が結果

・+（プラス）マークは「矢元の変数
が増えると矢先も増える」「矢先の変
数が減ると矢先も減る」という関係を
示す
・-（マイナス）マークは「矢元の変数
が増えると矢先の変数が減る」「矢元
の変数が減ると矢先の変数が増える」
関係を示す

女性が意見を言いに
くい雰囲気を醸成

男性の働かなければならな
いというプレッシャー

温かさや助け合い

都会的な価値観を
持つ若い女性の流
出を加速

移住者の流出 仕事と子育
ての両立

多重の障壁（ハード面、
制度面、周囲の意識） 休日の子どもの

預け先不足

女性就労機会

女性の経済的自立

自己実現の機会が限られる

男性の育児参加への意識

都会と比較して仕
事選択が少ない

交通の不便さ

医療体制への不安

若年層の流出

高齢化

地域活動の担い
手不足

地域コミュニティ
の持続可能性
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男性が地域活動での
役割に縛られる

強い地縁ネットワーク

密接な人間関係

プライベートへの過度な干渉

噂話、固定観念からの視線

地域活動への参加強制
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課題間のつながり： c.若者・子育て世代における課題

地域の監視や噂話

教育現場での具体的なジェ
ンダー意識の醸成不足

図の見方
・矢印が因果関係を示す
矢元が原因、矢先が結果

・+（プラス）マークは「矢元の変数
が増えると矢先も増える」「矢先の変
数が減ると矢先も減る」という関係を
示す
・-（マイナス）マークは「矢元の変数
が増えると矢先の変数が減る」「矢元
の変数が減ると矢先の変数が増える」
関係を示す

「楽しさ」や
「学びの機会」の不足

交通の不便さ

大人になってからの
性差に対する誤解

子育てと仕事の両立
への不安

強い地縁ネットワーク
人間関係の濃さ

専門医療機関が少ない

都市部への若者流出

若者が戻らない

家庭におけるサポート

女性に対する過剰な配慮

家庭におけるジェンダー
意識の教育不足

地域全体での子育て支援

30代以下の若者は男女
関係なく物事を捉える

多様な高校が少ない

核家族化

都市部における多様性の理解

女性の活動機会の制限+

+

+

+

+ +
+

+
+

+
+

+

++

+
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++
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因果関係分析：企業など組織における課題
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表層的な問題（現象）

女性管理職
比率の低さ

団員・職員
不足

活動機会
の制限

「女性活躍」
への違和感

個人の成果が「女
性全体」に帰属

メンタルヘル
スの課題性

地域活動におけ
る男女の偏り

シングルマザー
への古い価値観

女性の参画機会の不足とモチベーションの低下

中間的な課題（構造・環境）

組織文化と制度のギャップ

ハラスメント意
識の「形式化」

組織のトップダウ
ン型意思決定

地域コミュニ
ティの閉鎖性

女性登用にお
ける部署間の
温度差

評価制度の
不透明性

組織内の過剰
な配慮と機会
の制限

「女性活
躍」という
言葉の先行

ロールモデ
ルの不在

根本原因

根深く存在する性別役割分担意識と旧来の価値観

年配層の
固定観念

男性優位の
社会構造

無意識の偏見
（アンコンシャス
・バイアス）

女性自身の
「責任回避」傾向

ライフイベントへ
の配慮不足

キャリアパス
の不明確さ



因果関係分析：家庭、社会環境など日常生活における課題
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表層的な問題（現象）

若 女性の「息苦しさ」
と流 

家庭・地域における
男女間の負担の偏り

地域コミュニティの維持困
難と孤立（移住 、 活困
窮 、DVや子どもの危機）

中間的な課題（構造・環境）

女性の社会参画・キャ
リア形成を阻む構造

地域活動の担い手
不足と世代間
ギャップ

 活インフラ・サ
ポート体制の課題

根本原因

伝統的な性別役割
分担意識の定着

閉鎖的・同質性の高
い地域コミュニティ

都会との情報・
機会格差



因果関係分析：若者・子育て世代における課題
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表層的な問題（現象）

都会に比べて
交通の便が悪

い

都会に比べ
て学びの機
会が少ない

【若者の都市部への流出】

中間的な課題（構造・環境）

地域におけるエンターテイメン
トや多様な商業施設不足

公共交通網
の脆弱性

進学先の選択
肢の限定性

根本原因

都市部と比較した
真庭の規模による
構造的なサービ
ス・機会の不足

人口減少・高齢
化による公共交
通網の維持困難

地域全体としての
若者のニーズへの
対応力の不足



因果関係分析：若者・子育て世代における課題
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表層的な問題（現象）

学力における男女差の統
計は基本的に取られてお
らず、現場で特に意識さ
れることもない

大人になってから
の男性の女性への
過剰な配慮

中間的な課題（構造・環境）

性差に関する体系的な
教育機会の不足

教育現場における男
女差に関する意識の
希薄さ

発達段階に応じた
性教育の難しさ

根本原因

性差への認識の実態と男女共同
参画社会への移行期における男
女平等意識に対する社会の変化
とのギャップ

【男女の性差認識と教育】

性教育に対する社
会全体のコンセン
サス不足



因果関係分析：若者・子育て世代における課題
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表層的な問題（現象）

育休明けの仕事と子育ての
両立に不安といったメンタ
ルヘルスの高い課題性

両親の協力
が子育てに
不可欠

中間的な課題（構造・環境）

育児と仕事の
両立を支える
社会制度や職
場の理解不足

地域における多様
な子育て支援サー
ビスの不足

【子育てと仕事の両立、家族のサポート】

根本原因

伝統的な性別役割分担意識の根強さ 子育て支援制度の不十分さや周知不足



女性が組織において登用されることのメリット

⇒「土の栄養＝固まった土を耕す、緩める、柔らかくするもの」

• 多様な視点とアイデアの導入につながる

• 職場の雰囲気の改善と活性化が促進される

• 地域住民や顧客との関係性強化

• 組織体制の柔軟化と働き方改革の推進

• 組織内外からの評価向上とモチベーション向上

• 物理的な制約への対応と工夫がなされる
19

土を耕す、
緩める、柔
らかくする

女性登用について、インタビューでは以下のメリットがあげられました。



真庭の魅力、活力間のつながり（因果関係）

20

性に関する話題が家庭で
フランクに話し合われる

祖父母や他の家族が送迎、
夕食、入浴などサポートす
る体制がある親が安心して働き、

子どもが安定した
家庭環境で育つこ
とができる

家庭、社会環境
など日常生活

若者・子育て世代
真庭の特産品

地元への愛着

-

安心して地元で生活・就労する選択肢を考えやすくなる

新しい環境でも友達を作りやすい
子ども若者の「心の安定」に繋がり、安心して
自分の意見を表明し、「将来への展望」を具体
的に描くことを可能とする

「地元へのUターン
志向」や「地域への
愛着」を育む

困難な状況を乗り越える力
や精神的な支えを得られる

地域に根差しながら現代的な価値観を
持ち、主体的に将来を切り開いていく

多様な価値観を受け入れる
柔軟な思考が生まれる

男女平等意識と多様性の理解

高いコミュニケーション能力

親との良好な関係

友人との強い絆

家庭との両立
支援や柔軟な
勤務制度

多様な人材の確保と定着

家庭教育の重要性
自身の興味に基づいた「学びへの関
心」や「キャリアへの意欲」を育む

若者が「自然を愛する心」や
「地域への誇り」を感じる

子ども若者の健全な成長を
支える

ボトムアップ的な活動への参加意欲
が高まる

地域のお祭りや新しい形のマル
シェといった活動に魅力を感じ、
地域をよりよくすることに貢献し
たいという意欲

地域活動への意欲

多様な働き方の理解が深ま
る

蒜山の豊かな自然

多すぎない人口密度

ジャージー牛乳

異なる背景を持つ人々（全国各地から
の生徒など）との交流を円滑にする。

母親が一番本音で話せ
る相談相手（高校生）

進路選択など人生の重要な局
面で、葛藤なく話し合い、納
得して決めることができる

積極的な社会参加
子どもたちのジェンダーに対
する理解や共感力を高める

地域で自身の「キャリア
意欲」を実現しようとす
る動機付けとなる

会議での子連れ参加

男性育児休業の積極的奨励と取得実績

時間単位有給休暇制度の導入

社員のエンゲージメント向上

生産性の向上

安心して仕事とプライ
ベートを両立できる

社員の満足度を
高め、組織全体
の活力向上

働きやすい環境は地域へ
の定住を促し、地域社会
の活性化にも貢献

実績による評価と女性なら
ではの視点の活用

女性の横のつながりを広げる力地域コミュニティへの影響力

イノベーションの創出両
立支援や柔軟な勤務制度

組織文化の改善（固定観
念の打破やよりオープン
で公平な評価システムへ
の転換）

より多角的で質の高い意思決定

女性リーダーの存在
男性職員への良い刺激

地域のロールモデル

組織の活力向上

地域との連携

市のケーブルテレビ
（MIT）による女性活動
の地域住民への周知によ
る認知向上

地域おこし協力隊の活躍
と、市外から受け入れ応
援する地域風土制度

組織内部から活力を生み出す

女性職員増加による
職場の明るく和やか
な雰囲気への変化

企業組織の社会的評
価を高める（認知
度・信頼性）

地域住民からの支持を得や
すく、人材確保にも有利

より倫理的で働きやす
い職場環境を構築

企業組織は地域からの支援を得
やすくなり、活動の幅を広げる
ことができる

豊かな自然環境

同時に利便性も兼ね備えてい
る（スーパー、書店など）

「田舎だけど都会みたい」

自然を満喫したい都
会出身者の移住を促

す

観光業や農林業への従事者を増やす

地域産業におけ
る「やりがい」
を生み出す 温かい人間関係と

コミュニティ

安心感、地域への定着、
自己肯定感の向上

移住者や単身
者への手厚い
サポート

地域のおばあちゃんか
らのアドバイス
SNSを通じた保護
者間の情報共有

子育て中の不安を軽減し、
より安心して子育てがで
きる環境に整備

Uターン・Iターンの人々が新
しい視点やスキルをもたらす

都会での経験を活かし、新しい事業（日本酒
の海外輸出やカフェ経営）を始める

地域産業が多様化し、新しい価値が生まれる

横の連携が強い行政の支援体
制（多職種連携、ワンストッ
プサービス）

困り事の相談や
解決がスムーズ
に進む

男性優位の慣習が薄れ、男女
フラットな関係が築かれる

女性が仕事で活躍することを
夫や周囲が支援する雰囲気

「女性活躍」という言葉
を使わなくなるような本
質的な意識改革

住民全体の生活の質向上と
地域社会の持続的な発展

企業など組織
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目指す姿

インタビューでは、真庭の生活や自身の現状について、10点満点で点数づけをしていただき、その
点数と満点10点に至る改善策を伺いました。その内容から、真庭のめざす姿（かぶ）を分析しまし
た。

（結果）

真庭市は、多様な価値観を認め合い、誰もが自分らしく輝ける「共創と尊重のまち」を目指す。

個々人の目指す姿（かぶ）：

真庭市に暮らす人々が、日々の生活の中で「やりたいことができ」「笑顔で暮らせ」「仕事にやりがい

を感じ」「困った時に助け合える」安心で豊かな未来

21

真庭市の男女共同参画活動を主とする団体は、30年前は、女性が家庭の外へ出ていくことを目標として活動され

ていたとのこと、しかし、現在の女性は、仕事や社会活動での個人としての生きがいを求めており、男女の性差

は理解しつつも、個々人、多様性を重視した啓発の場、機会が重視されるようになっていることがインタビュー

から分かりました。そこで、真庭市の女性活躍を、単に職業人として活躍することと捉えるのでよいのかなど、

あらためて真庭市における「女性活躍」の言葉についてどのように思うか、感じるかをインタビューでは尋ねま

した。その結果、「女性活躍」の言い換えや再定義が必要であることが分かりました。



伝統的な男女役割分担の価値観は、男性の生きづらさやプレッシャーも生んでいる。男女フラッ
トな意識改革は男性自身の旧来の重圧から解放する 図の ：影響と課題 ：意識改革

22

Negative
（後ろ向き）

Positive（前向
き）

新しいフラットな価値
観・環境

伝統的な男性優位の価値観

男性への良い刺激と環境の変化

男女平等の新しい環境
に対する男性の戸惑い

 剰な配慮
・「性差をしらなさすぎること」からの配慮
・身体的・社会的な違いを正しく理解していない

男性の主体的な育児の定着

若い世代の男性のフラットな
男女に対する関係意識

50代の男性と30代以下の男性とで
男女関係の捉え方が異なることか
らの世代間の衝突

多くの男性は「どう接すべきか」という戸惑いや「男性が
優位であるべき」という潜在的な価値化の間で揺れている

「稼ぐ」プレッシャーと拘束地域活動の負担

「跡取りの呪縛」

男性 身への負の影響と「 きづらさ」

男性 身が持つ「無意識の偏見」に気づき、
女性を「守る対象」から「共に働く対等な
パートナー」として再認識する意識改革が
強く求められる

「 度な配慮」から「対等なパートナー」へ

「家事」の「手伝う」から主体 へ

男性側は「女性活躍のために頑張っている」
と思っていても、女性側はそう感じていない
という認識のズレがある

 配世代の男女の役割分担に
関する固定観念の意識改革

意識改革は女性のためだけでなく、男性 
身を旧来の重圧から解放し、多様な き方
を許容するためにも必要不可欠

社会的地位が男女平等になっ
た時の夫婦間、組織の理解

〇〇 〇〇

従来女性の職種とされていた仕事
（保育士、看護師等）を担うことへ
の平等意識の醸成

主夫やスローライフの選択も
可能とする社会的理解

家事（家の用事＝作業）⇒加事（家族の営
みに加わる）⇒価事（家族で幸せを感じる、
 分の価値を見 す）に意識を変化

男女共同参画社会の男性への影響と意識改革



重点施策

世代や立場を超えた
仲間づくり

次のかぶを育てる

重点施策 整理表

課題・価値

【仲間】人・つながり・協働のしくみ

施策 事業例

●真庭市全体で推進する姿が
弱い
●行政、議会、教育、地域、
経済等の各分野での連携した
取り組みが少ない

●企業や組織以外での女性の
横のつながりが少ない

●社会的性差に取り組む団体
が少ない

●組織や地域、学校等にお手
本となる（ロールモデル）を
見つけづらい

●社会的性差について考える
機会が少ない

男女共同参画施策への参画機
会づくり

次世代の育成

真庭市全体での推進体制の構築

市民や団体のつながりを作る

団体の育成や支援を行う

ロールモデル事業の啓発

ロールモデルの育成

社会的性差が解消された地域を
考える機会づくり

次世代を担うリーダーの育成

SDGs円卓会議での推進体制の構築

市民紹介のプラットフォーム

啓発事業

ネットワークづくり

ロールモデル事業

対話の機会づくり

リーダー育成事業

講座・研修・視察

ワークショップ

1



重点施策

固い土を耕す

大きなかぶを育て
る栄養

課題・価値 施策 事業例

●家庭・地域・職場などにある固定的役割分担意識
●固定的役割分担意識を起点とするアンコンシャスバイ
アスがある

●身体的性差についての誤解による不必要な配慮がある

●性差に基づく自己肯定感の低さ、自信の低さ

●濃厚な人間関係からくる息苦しさ
●地域で息苦しさがある

●男性にもある息苦しさ

●ジェンダーに関する知る・学ぶ機会が少ない

●社会的性差に対しての世代間の意識の違いがある

多様な価値観やライフスタイルに対する理解の醸成
時代の進展に合わせた共生社会の実現のための意識醸成

固定的役割分担意識やアンコンシャスバ
イアスの解消

男女共同参画施策の啓発

身体的性差を学ぶ機会づくり

顕在化している生きづらさの解消

男性の生きづらさに対する支援

社会的性差について学ぶ機会づくり

多様な価値観やライフスタイルを知る機会
づくり

啓発事業

ネットワークづくり

ロールモデル事業

講座・研修・視察

ワークショップ

対話の機会づくり

つ【土】意識・文化・考え・慣習

2



重点施策

土の石をなくす

課題・価値 施策 事業例

● 家庭内の暴力(DV)

● 意思決定の場への性差の偏り

● キャリア形成の不明確さ

● 子育て・介護、地域と家庭の両立の
困難さ

● 職種や働き方の性差による偏り

配偶者等からの暴力の根絶

積極的な性差の偏りの是正

賃金格差や採用格差などの社会構
造化している社会的格差の解消

社会構造の見える化

啓発事業

ネットワークづくり

ロールモデル事業

講座・研修・視察

相談支援事業

キャリア形成支援

団体・事業所認定

社会構造調査事業

マネジメント研修

【石】社会の制度・構造・環境
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市民・関係機関・団体等

市全体での推進体制

（SDGs円卓会議）

真庭市男女共同参画推進委員会

市民ネットワーク

一般市民・団体等

市役所

理事者会

（三役、部局長）

男女共同参画推進チーム

（課長・係長等）

推進体制図（案）
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推進体制 議論全体から、単一の主体や部門だけで地域課題を解決することは困難であり、行政内部の部署間連携、
行政と地域住民、民間企業、NPO、さらには多世代の人々との重層的かつ柔軟な連携が強く求められて
いることが浮き彫りになりました。特に、課題ごとに最適なパートナーを見つけ出し、それぞれの強み
を活かしながら、具体的な仕組みやネットワークを構築していく視点が重要であると言えます。



•８月～９月ごろ

•男女共同参画推進委員会

•市民（ネットワーク・ワーク
ショップなど）

• 10月ごろ

•方向性：理事者会

•具体的事業：男女共同参画推進
チーム（各課）

•６月～８月ごろ

•男女共同参画推進チーム

（各課）

•真庭市全体での推進体制

•市民（ネットワークを含む）、
関係機関。団体、事業所等

•市役所

Do：実行

仲間を呼びかけ、力を出し

合う

畑をたがやす、栄養を入れ

る

石を取り除く

Check：評価

仲間や畑の状態を確かめる

かぶの育ち具合をみる

Act：改善

仲間の呼びかけ方、集まり

方を相談する

畑をたがやす道具や方法を

考える

Plan：計画

仲間の呼びかけ方、集まり

方

畑のたがやし方、栄養の入

れ方

石を取り除く方法

CAPDサイクル図（案）

27

評価と見直し



交流やコミュニティの場での提案事
業の実施数：年２件以上
 R6 0件（実施実績なし）

交流やコミュニティの場への参加者
（のべ）：年100人以上
 R6 0人（実施実績なし）

地域幸福度（Well－Being）指標：
50.0
アンケート2023年度真庭市
女性が活躍しやすい：41.1

審議会委員女性登用率：45％以上
 R6 女性登用率 35.8％

推進体制の構築ロールモデル事業リーダー育成支援 対話の機会づくり

ロールモデル事業交流・コミュニティ
づくり

社会的性差が解消
された地域を考え
る機会づくり

市民紹介のプラッ
トフォーム

啓発事業 相談支援事業

交流・コミュニティづくりロールモデル事業

研修

講座・研修対話の機会づくり

意識調査・アンケート

キャリア形成支援マネジメント研修団体・事業所認定制度社会構造調査事業

28

市民意識調査
男性の家事時間数における男女の認
識の差：男女比1.5：1以内
 R６調査結果
男2（96.5分）：女1（50.6分）

啓発事業

＝事業

文字のみ＝施策施策と事業のロジックツリー

成果指標



交流やコミュニティの場での提案事
業の実施数：年２件以上
 R6 0件（実施実績なし）

交流やコミュニティの場への参加者
（のべ）：年100人以上
 R6 0人（実施実績なし）

地域幸福度（Well－Being）指標：
50.0
アンケート2023年度真庭市
女性が活躍しやすい地域：41.1

審議会委員女性登用率：45％以上
 R6 女性登用率 35.8％
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市民意識調査
男性の家事時間数における男女の認
識の差：男女比1.5：1以内
 R６調査結果
男2（96.5分）：女1（50.6分）

成果指標（補足説明）

参加者や賛同者から得られた意見・情報をもとに
より有意な事業を実施する

啓発イベント・ワークショップ・シンポジウム等の参加者

地域幸福度（Well-Being）指標とは、市民の「暮らしやすさ」と「幸福感（Well-being）」を数
値化・可視化する指標。2023年度の主観データ（自治体が集めたアンケートデータ、回答者
261名）によると主観指標（個人の満足感や幸福感の自己評価）で「女性が活躍しやすい地
域」が41.1（出典：デジタル庁 地域幸福度Well-Being指標）

R6年市民意識調査において、問6「あなたの家庭で男性が家事（炊事・洗濯・育児・介護）に
当てている時間は1日あたりどの程度ですか」に対し、30・40代男性の認識する平均家事時間
が96.5分、30・40代女性から見た男性の平均家事時間が50.6分

委員会や審議会などでの女性比率



令和6年度市民意識調査
集計結果
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２ 調査の項目
（１）問１ 基本情報（回答者自身について）

（２）問２～問６ 男女平等について

（３）問７～問９ 女性の参画について

（４）問10～問14 雇用・就労について

（５）問15～問18 家事・子育て・介護への参加について

（６）問19～問20 社会参加について

（７）問21～問22 ワーク・ライフ・バランス（仕事と 活の調和）について

（８）問23～問25 性の多様性について

（９）問26～問27 災害時における男女共同参画の必要性について

（10）問28～問33 ドメスティック・バイオレンス（ＤＶ）等について

（11）問34～問36 行政の役割について
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問3 「男は仕事、女は家庭」という考え方について、
あなたはどのようにお考えですか。

84%

5%

11%

同感しない 同感する わからない

60.7 

69.4 

31.3 

52.9 

4.7 

50.8 

42.2 

36.9 

17.9 

14.3 

36.3 

30.6 

71.7 

26.8 

39.7 

42.4 

3.7 

1.7 

7.0 

1.1 

2.2 

3.5 

4.5 

6.1 

17.7 

14.6 

25.4 

15.4 

21.3 

18.9 

13.6 

14.6 

(8)全体

(7)慣習

(6)法律

(5)政治

(4)学校

(3)地域

(2)職場

(1)家庭生活

男女の地位の平等（％）

男性優遇 平等 女性優遇 わからない

問4 あなたは次にあげる分野で男女の地位は平等になっているとお考えですか。

46.0 

0.3 

1.5 

2.1 

8.9 

2.2 

3.5 

2.0 

5.6 

37.8 

40.3 

34.1 

56.8 

47.6 

43.8 

32.9 

37.9 

43.5 

46.1 

50.6 

6.2 

51.0 

29.6 

31.0 

42.9 

60.2 

53.5 

49.0 

40.8 

3.9 

7.4 

14.6 

12.1 

19.3 

4.5 

4.7 

5.0 

5.5 

7.4 

7.6 

(10)地域活動（自治会等）

(9)育児（乳幼児の世話）

(8)子どもの教育やしつけ

(7)老親や病身者の介護や看護

(6)日常の家事（食事の片づけ）

(5)日常の家事（食事の支度）

(4)日常の家事（洗濯）

(3)日常の家事（掃除）

(2)日々の家計の管理をする

(1)生活費を得る

家庭内における役割（％）

主として男性 両方同じ程度 主として女性 いずれにも該当しない

問5 家庭内における役割について、だれの役割だとお考えですか。
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問6 あなたの家庭で男性が家事（炊事・洗濯・育児・介護）に当てている
時間は1日あたりどの程度ですか。

30分～1時間

22.1 

1～2時間

19.6 

15分未満 15.4 

15～30分

15.3 

なし 13.7 

2～4時間 10.3 

4～6時間 2.1 
8時間以上

1.1 
6～8時間

0.4 

男性の家事時間（％）

ある程度思う

45.4 

あまり思わない

29.6 

働きにくい

15.7 

働きやすい 4.7 わからない 4.6 
女性が働きやすい状況か（％）

問11 あなたは、現在の社会は女性が働きやすい状況にあると思いますか。

平等である

74.6 

不平等がある

25.4 

性別による不平等(%)

問13 【仕事をしている方にお尋ねします】今の職場では、性別により、
不平等があると思いますか。

賃金 18.7 

昇給昇格 18.0 

能力評価 12.8 
育休介休がとりにくい 9.5 

セクハラ 6.2 

補助的な仕事 5.1 

休暇 5.1 

残業時間 4.6 

年齢による嫌がらせ 4.4 

教育訓練機会 4.1 

マタハラ 3.5 

転勤機会 3.0 
結婚出産退職 2.6 

その他 2.4 

不平等な扱いの具体的内容（％）

問14 性別による不平等な扱いの具体的内容は、どのようなことですか
( ○印はいくつでも)
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問18 男性が育児休業を取ることについてどのように感じられますか。
( ○印は2つまで)

取得したほうがよい

27.8 

収入減少が不安

24.8 
まわりの負担が不安

20.2 

昇給昇格が不安

10.3 

復帰時の仕事が不安

9.5 

まわりの目が気になる

5.8 
その他 1.4 

男性の育児休業（％）

法律や制度 24.6 

教育 19.2 
意識啓発 17.7 

トイレ等環境整備

12.9 

当事者の集まれる場

12.2 

相談体制 7.4 

行政・教職員の研修 4.7 

その他 1.3 必要な取組について（％）

問24 性的マイノリティの人たちが暮らしやすい社会を作るためには、どのよ
うな取り組みが必要だと思いますか。次の中から３つ選んでください。( ○印は
３つ)

受けたことがある 7.5 

したことがある

見たり聞いた

りしたことが

ある 31.1 ない 60.9 

ＤＶの経験（％）

問28 ドメスティック・バイオレンス（ＤＶ）が社会的な問題となって
いますが、あなたの身近にこのような暴力がありますか（ありましたか）。

男性優位の組織 22.5 

役割分担意識

12.5 

家族の支援不足 12.3 

環境不足

12.1 

女性が拒否 8.7 

男性の支援不足

8.4 

客が女性を拒否

6.9 

公的ｻｰﾋﾞｽ不足 6.9 

キャリア支援不足 4.7 

女性の経験不足 4.5 
その他 0.6 

女性の参画が少ない理由（％）

問36 政策・方針決定する場に女性の参画が少ない理由についてどう
思いますか。( ○印はいくつでも)
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